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歳入（7億7,790万円） 歳出（6億6,898万円）

管路施設費
2億8,750万円
（43%）

使用料
 6億6,042万円（85%）

ポンプ場管理費
4,298万円
（6%）

庁舎建設費
1,800万円
（3%）

繰入金2,392万円（3%）

繰越金
6,627万円 
（9%）

諸収入
2,729万円
（3%）

積立金1億5,817万円（24%）

排水調査費
677万円（1%）

総務費
1億5,556万円
（23%）

稲葉寿利氏
小山忠之氏
佐野清明氏

議 長 に

副 議 長 に

監査委員に
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（富士宮市選出）

この広報誌は再生紙を使用しています。
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工
事
８
件
、
凡
夫
川
水
管
橋
耐
震
補

強
設
計
委
託
な
ど
計
12
件
２
億
９
０

０
余
万
円
。
管
路
の
流
下
機
能
を
改

善
す
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、
１
号

第
４
排
水
路
管
渠
改
良
事
業
委
託
な

ど
３
件
４
，
４
０
０
余
万
円
。
庁
舎

建
設
事
業
費
と
し
て
公
共
下
水
道
接

続
工
事
、
庁
舎
改
築
工
事
設
計
委
託

な
ど
７
件
１
，
６
０
０
余
万
円
。
そ

の
他
、
今
泉
ポ
ン
プ
場
の
運
転
管
理

委
託
２
，
２
０
０
余
万
円
、
管
内
点

検
委
託
２
件
６
０
０
余
万
円
、
直
流

電
源
更
新
工
事
５
０
０
余
万
円
な
ど

を
執
行
し
ま
し
た
。

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
、
佐
野

清
明
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
を
得
ま
し
た
。

　

庁
舎
改
築
に
伴
い
、
公
共
下
水
道

に
接
続
す
る
た
め
建
設
し
た
取
付
管

を
富
士
市
へ
無
償
譲
渡
す
る
た
め
、

議
決
を
得
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
取
付
管
の

譲
渡
公
共
下
水
道
取
付
管
の

譲
渡

職
員
の
勤
務
制
度

に
関
す
る
条
例
の
改
正

職
員
の
勤
務
制
度

に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

「
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
育

児
を
行
う
職
員
が
職
業
生
活
と
家
庭

生
活
の
両
立
を
一
層
容
易
に
す
る
た

め
の
勤
務
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

立
て
、
調
整
予
算
と
し
て
予
備
費
を

補
正
し
ま
し
た
。

議長　稲葉寿利氏

議場風景（富士市役所9階第二委員会室）

　

歳
入
決
算
額
は
７
億
７
，
７
９
０

万
円
。
使
用
料
収
入
は
減
少
し
ま
し

た
が
、
財
産
運
用
収
入
や
庁
舎
建
設

基
金
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
較
し
て
５
％
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
６
億
６
，
８
９
８

万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
０
・

８
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
庁
舎
建
設
費
が
増
加
し
た
も
の
の

施
設
維
持
改
良
費
、
積
立
金
な
ど
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

主
財
源
で
あ
る
使
用
料
の
う
ち
基

本
料
金
の
基
礎
と
な
る
許
可
排
水
量

は
１
工
場
の
増
量
、
３
工
場
の
減
量

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
較
し
１
％
減

少
し
て
１
，
４
９
１
，
８
８
９
㎥
／

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
従
量
料

金
の
基
礎
と
な
る
実
績
排
水
量
は
、

休
止
工
場
の
増
加
、
稼
動
工
場
の
総

体
的
な
排
水
量
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
較
し
て
１
・
２
％
減
少

し
、
約
３
億
６
，
８
１
７
万
７
千
㎥

と
な
り
、
基
本
料
金
と
従
量
料
金
を

合
せ
た
使
用
料
収
入
は
１
・
１
％
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
し
た
主
な
事
業
は
、
施
設
の

保
全
対
策
事
業
と
し
て
、
管
渠
更
生

（任期　平成２２年９月３０日まで）

　平成２０年１０月２０日（月）午前１０時か
ら富士市役所第二委員会室において、岳南排水
路管理組合議会定例会を開催しました。
　組合議員の任期が９月３０日で満了したこと
に伴い、構成市である富士、富士宮両市議会に
おいて、改めて市議会議員のうちから組合議員
が選出されました。今回、新議員による議会定
例会において議長、副議長選挙が行われ、議長
に稲葉寿利氏、副議長に小山忠之氏がそれぞれ
当選されました。また、議会選出の監査委員と
して、佐野清明氏を選任することが同意されま
した。
　定例会には、平成１９年度決算認定など５件
の議案が提出され、議決・認定されました。

　

平
成
20
年
度
組
合
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
予
算
に
７
，
８
９
１

万
４
千
円
を
追
加
し
、
９
億
３
，
８

９
１
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
平
成
19
年
度
決
算
確

定
に
伴
い
前
年
度
繰
越
金
を
追
加
、

歳
出
で
は
、
前
年
度
の
庁
舎
建
設
事

業
費
の
執
行
残
を
一
時
、
基
金
に
積

副議長　小山忠之氏 監査委員　佐野清明氏

岳南排水路管理組合議会定例会開催

職

議　長

副議長

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

平成１９年度岳南排水路管理組合会計歳入歳出決算認定について

議　　案　　名 議決状況

認　　定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決岳南排水路管理組合監査委員の選任につき同意を求めることについて

財産の無償譲渡に関し議決を求めることについて（公共下水道接続に係る取付管）

岳南排水路管理組合職員の育児休業等に関する条例及び岳南排水路管理組合
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定について

平成２０年度岳南排水路管理組合会計補正予算について（補正第１号）

 稲葉　寿利

 小山　忠之

 鈴木　敏和

 西村　綾子

 小室　直義

 太田　美満

 佐野　清明

 太田　康彦

 諸星　孝子

 遠藤　盛正

いなば

こやま

すずき

にしむら

こむろ

おおた

さの

おおた

もろほし

えんどう

ひさとし

 ただゆき

としかず

あやこ

なおよし

よしみつ

きよあき

やすひこ

たかこ

もりまさ

氏　　　名  備　　考

富士市選出

富士市選出

富士市選出

富士市選出

富士宮市長

富士市選出

富士宮市選出

富士市選出

富士宮市選出

富士市選出



　

今
年
の
夏
の
点
検
・
集
中
工
事
は

７
月
28
日
（
月
）
か
ら
８
月
１
日

（
金
）
に
行
わ
れ
、
管
渠
更
生
な
ど

工
事
19
件
、
管
内
点
検
作
業
な
ど
委

託
７
件
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

管
渠
更
生
工
事
は
６
件
で
、
う
ち

製
管
工
法
が
５
件
、
反
転
工
法
が
１

件
、
総
延
長
３
４
４
ｍ
を
施
工
。
ま

た
、
新
設
管
路
へ
の
切
替
工
事
や
人

孔
の
補
修
工
事
な
ど
、
排
水
が
流
れ

て
い
る
と
き
に
は
で
き
な
い
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

管
内
の
点
検
作
業
は
、
Ｔ
Ｖ
カ
メ

ラ
及
び
目
視
調
査
を
実
施
。
そ
の

他
、
ゲ
ー
ト
の
点
検
、
水
管
橋
内
面

調
査
、
今
泉
ポ
ン
プ
場
の
電
気
設
備

点
検
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
（
関

連
記
事
（
三
面
）
運
営
委
員
会
報

告
）

　

集
中
工
事
期
間
中
の
７
月
29
日

（
火
）
、
岳
南
排
水
路
運
営
委
員

会
の
委
員
な
ど
10
人
が
工
事
現
場

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
４
号
排
水
路
（
依
田

橋
地
先
）
で
施
工
中
の
管
渠
更
生

工
事
（
製
管
工
法
）
を
、
続
い
て

幹
線
排
水
路
管
内
（
鈴
川
地
先
Ｊ

Ｒ
横
断
部
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

夏
の
点
検
・
集
中
工
事
が
終
了

夏
の
点
検
・
集
中
工
事
が
終
了

　

６
月
28
日
（
土
）
管
理
組
合
庁

舎
の
本
体
工
事
の
施
工
業
者
主
催

で
、
庁
舎
改
築
工
事
安
全
祈
願
祭

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
理
組
合
管
理
者
（
富
士
市

長
）
を
始
め
、
富
士
宮
市
長
、
管

　

11
月
７
日
（
金
）
管
理
組
合
議

会
の
議
員
８
人
が
、
改
築
中
の
新

庁
舎
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

建
設
現
場
で
は
、
設
計
業
者
や

請
負
業
者
か
ら
工
事
の
施
工
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

理
組
合
議
会
議
員
、
運
営
委
員
会

委
員
の
ほ
か
、
施
工
業
者
、
組
合

職
員
な
ど
が
出
席
し
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
て
鍬
入
の
儀
な
ど

が
、
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

庁
舎
改
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭

庁
舎
改
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭

組
合
議
員
が

　
　
庁
舎
改
築
工
事
を
視
察

組
合
議
員
が

　
　
庁
舎
改
築
工
事
を
視
察

製管工法による管渠更生工事（3号第4排水路・富士市比奈地先）

管内のTVカメラ

施工中の管内を視察

説明を受ける議員

視察中の議員

管理者挨拶

鍬入の儀

目視調査（1号分排水路）

反転工法による管渠更生工事
（2号第５排水路・富士市今泉１丁目地先）

管渠切替工事
（１号第４排水路・富士市久沢地先）幹線排水路内を視察

平
成
20
年
７
月
28
日
〜
８
月
１
日

平
成
20
年
７
月
28
日
〜
８
月
１
日

運営委員会
委員が
集中工事を視察

運営委員会
委員が
集中工事を視察

広 報「 が く は い 」 第26号（2）平成20年12月15日
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10
月
23
日
（
木
）
、
軽
金
属
製
品

協
会
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
高
効

率
熱
交
換
シ
ス
テ
ム
構
築
材
料
の
調

査
研
究
」
グ
ル
ー
プ
８
人
が
岳
南
排

水
路
施
設
の
見
学
に
来
所
し
ま
し
た
。

　

岳
南
排
水
路
や
、
以
前
導
入
し
て

い
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
の
説

明
・
質
疑
応
答
の
後
、
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
沼
川
橋
吐
口
や
今
泉

ポ
ン
プ
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
流
入
禁
止
期
間
は

平
成
21
年
７
月
27
日
（
月
）

午
前
５
時
か
ら

平
成
21
年
７
月
31
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

路
線
別
の
詳
細
日
程
は
、
工
事
、

点
検
に
必
要
な
日
数
と
な
り
ま
す
。

　

以
下
、
報
告
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

（
一
面
の
議
会
報
告
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。
）

　

点
検
期
間
中
に
実
施
し
た
作
業
は

委
託
７
件
、
工
事
19
件
、
関
連
作
業

５
件
の
計
31
件
で
し
た
。

　

管
内
点
検
委
託
（
２
件
）
で
は
、

Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調
査
を
、
１
号
及
び
３

号
排
水
路
の
管
渠
１
・
７
㎞
に
つ
い

て
実
施
。
目
視
調
査
を
、
１
号
・
３

号
・
４
号
・
５
号
排
水
路
の
管
渠

７
・
３
㎞
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
管
の
継
ぎ
手
部
か
ら
の

浸
入
水
、
管
渠
の
た
る
み
蛇
行
、
継

ぎ
目
の
ズ
レ
、
管
渠
の
破
損
な
ど
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
対
策
を
検

討
し
、
順
次
補
修
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
は
、
管
渠
更
生
工
事
６
件
、

１
号
分
排
水
路
（
永
田
町
２
丁
目
地

先
）
、
２
号
第
１
排
水
路
及
び
第
５

排
水
路
（
今
泉
地
先
）
、
３
号
第
４

排
水
路
（
比
奈
地
先
）
、
４
号
排
水

路
（
依
田
橋
地
先
）
で
総
延
長
３
４

４
ｍ
を
、
製
管
工
法
や
反
転
工
法
に

よ
り
施
工
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
号
第
１
排
水
路
の
人
孔

補
修
工
事
、
１
号
第
４
排
水
路
の
管

渠
切
替
工
事
、
足
掛
金
物
付
替
工
事

な
ど
を
施
工
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
各
路
線
に
あ
る
流
量
調

節
用
の
ゲ
ー
ト
10
箇
所
（
15
門
）
及

び
今
泉
ポ
ン
プ
場
の
電
気
設
備
等
の

点
検
整
備
、
水
管
橋
内
面
調
査
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
、
施
工
日
数
が

制
約
さ
れ
る
た
め
、
作
業
効
率
が
良

く
、
安
全
で
よ
り
確
実
な
工
法
を
積

極
的
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
の
改
築
工
事
は
、
既
存
庁
舎

の
解
体
工
事
及
び
主
体
杭
工
事
が
終

了
し
ま
し
た
。
庁
舎
本
体
の
工
事
は

屋
根
の
取
付
、
外
壁
、
サ
ッ
シ
工
事

が
ほ
ぼ
完
成
、
12
月
か
ら
は
内
装
工

事
に
入
る
予
定
で
す
。
（
11
月
末
の

進
捗
状
況
は
、
約
67
％
で
す
。
）

運営委員へ委嘱状交付

運営委員会審議風景（富士市役所8階政策会議室）沼川橋吐口を見学

説明する職員

平成21年度点検・集中工事（流入禁止期間）
平成21年7月27日（月）午前5時から

7月31日（金）午後5時まで
＝岳南排水路運営委員会開催＝

に決まりました

　平成20年11月13日（木）富士市役所政策会議室において、岳南排水路運営委員会を開
催しました。
　委員会に先立ち、委員が任期満了になったことに伴い、改めて16名の方々に、管理者
（富士市長　鈴木尚）から委嘱状を交付し、委員をお願いしました。
　また、委員長に丸富製紙㈱会長　佐野廣彦氏、副委員長に丸金製紙㈱社長　鈴木基之氏、
日本大昭和板紙㈱吉永工場長　軽部俊一氏が再任されました。
　委員会で審議・報告された事項は、次のとおりです。
審議事項　○平成21年度夏季工場排水流入禁止期間について
報告事項　○管理組合議会新議員の報告
　　　　　○平成19年度事業報告
　　　　　○平成20年度夏季管内点検結果
　　　　　○庁舎改築の進捗状況

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

職

委員長

副委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

委  員

委  員

委  員

委  員

委  員

委  員

委  員

委  員

委  員

役　職

会 長

社 長

工場長

社 長

工場長

社 長

工場長

社 長

工場長

工場長

工場長

専務理事

専務理事

部 長

部 長

部 長

氏　　　名

佐 野 廣 彦

鈴 木 基 之

軽 部 俊 一

大 石 洋 史

漆 畑 景 信

山 本 尊 久

村 田 正 之

村 中 正 明

原   啓 志

八 巻 眞 覧

山 北 篤 史

佐 野 征 二

望 月 利 浩

曾根田照雄

杉 山 莊 一

遠 藤 牧 男

委員構成

岳南排水路使用者

岳南排水路使用者

岳南排水路使用者

岳南排水路使用者

岳南排水路使用者

岳南排水路使用者

岳南排水路使用者

岳南排水路使用者

岳南排水路使用者

岳南排水路使用者

岳南排水路使用者

知識経験者

知識経験者

富士市

富士市

富士宮市

　　 　所　　　　属

 丸富製紙㈱

 丸金製紙㈱

 日本大昭和板紙㈱吉永工場

 高尾製紙㈱

 王子板紙㈱富士工場

 紺屋製紙㈱

 ㈱興人富士工場

 東海製紙工業㈱

 日本製紙パピリア㈱原田工場

 日本製紙㈱富士工場鈴川

 王子製紙㈱富士工場

 富士商工会議所

 富士宮商工会議所

 富士市上下水道部

 富士市商工農林部

 富士宮市水道部

岳南排水路運営委員会委員名簿 任期　平成22年11月12日まで

さ の ひろ ひこ

すず き もと ゆき

かる べ しゅんいち

おお いし ひろ し

うるしばた かげ のぶ

やま もと たか ひさ

むら た まさ ゆき

むら なか まさ あき

や まき まさ み

やま きた あつ し

さ の せい じ

もち づき とし ひろ

すぎ やま そう いち

えん どう まき お

そ ね だ おてる

はら ひろ し

平成20年7月１日から平成20年11月30日までの使用者の変更は
次のとおりです。

※使用廃止工場
　大村紙業㈱静岡事業部　Ｈ２０．７.１５ 廃止
　丸紅㈱静岡支店 　　Ｈ２０．７.３１ 廃止
　明治製紙㈱本社工場 　　Ｈ２０．８.１２ 廃止

代
　
　
　
　
表
　
　
　
　
者

工　　場　　名
日本製紙パピリア㈱原田工場

日本製紙パピリア㈱原田工場依田橋

日本製紙㈱富士工場富士

日本製紙㈱富士工場鈴川

大宮製紙㈱

大宮製紙㈱富士工場久沢事業所

大宮製紙㈱富士工場鷹岡事業所

大宮製紙㈱富士工場伝法事業所

朝日化学工業㈱富士工場

アステラス東海㈱富士工場

㈱興人富士工場

大日製紙㈱

大日製紙㈱第2工場

原 　 啓 志

原 　 啓 志

八 巻 眞 覧

八 巻 眞 覧

溝 渕 博 士

溝 渕 博 士

溝 渕 博 士

溝 渕 博 士

高 島 正 起

平 島 俊 一

村 田 正 之

山 川 一 秀

山 川 一 秀

新しい代表者

㈲カオル(1)
㈲カオル(2)

名
称

新 し い 工 場 名
徳育製紙㈱
中西製紙工業㈱

変 更 前 の 工 場 名

使 用 者 の 動 き使 用 者 の 動 き

平
成
21
年
度
工
場
排
水
流
入
禁
止
期
間

管
理
組
合
議
会
新
議
員
及
び

　
　
平
成
19
年
度
事
業
報
告

平
成
20
年
度
管
内
点
検
結
果

庁
舎
改
築
の
進
捗
状
況

運営営委員会審会審議風 （景（富富士市市役所8階階政 会策会議室）

た
ヒ

ポ
ン
プ
に
つ
い
て説明する職員

ポ
ン
プ
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た

沼川橋吐口を見学

軽
金
属
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
が
施
設
見
学

軽
金
属
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
が
施
設
見
学



　

岳
南
排
水
路
管
理
組
合
の
給
与
や

人
事
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
公
表

し
ま
す
。

　

な
お
、
岳
南
排
水
路
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、
詳
し
い
情
報
を
ご
ら
ん
に

な
れ
ま
す
。

平成20年12月1日現在　使用工場数96工場（うち休止工場9工場）

広 報「 が く は い 」 第26号（4）平成20年12月15日

…………人事行政の運営状況公表…………

職員の給与などを公表します職員の給与などを公表します職員の給与などを公表します職員の給与などを公表します

　人件費には職員の給与、管理者(富士市長）及び管
理組合議員などに支給される報酬などを含んでいま
す。（退職者　H1８　１人、H1９　０人）

　勧奨退職の場合は、富士市、国と同じく定年前早期退職特別措置
（2～20％加算）があります。

　職員数は管理者(富士市長）や副管理者
（富士市副市長）などの特別職以外の職
員数であり、臨時職員を除いてあります。

対象職員人数は、研修参加延べ人数です。

歳出総額（A）
人件費(B）
人件費の比率(B/A）
平成１８年度の人件費の比率

１８.３％
１８.５％

６億６,８９８万７,０００円
１億２,２４５万１,０００円

人件費の状況 （平成１９年度会計決算）

区　　分 岳南排水路管理組合 富士市（管理市） 国
Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種

一　般
行政職

大学卒

高校卒

１７万８,８００円

１４万４,５００円

１７万８,８００円 １８万１,２００円
１７万２,２００円
１４万　１００円１４万４,５００円

職員の初任給の状況 （平成２０.４.１現在）

区　　分
岳南排水路管理組合 富士市（管理市） 国

勤続２０年
　　２５年
　　３５年
最高限度

自己都合
退　　職

勧奨・定年
退　　職

23.5  月分
33.5  月分
47.5  月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
退　　職

勧奨・定年
退　　職

23.5  月分
33.5  月分
47.5  月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
退　　職

勧奨・定年
退　　職

23.5  月分
33.5  月分
47.5  月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

退職手当の状況 （平成１９年度）

区　　分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年
一　般
行政職

大学卒
高校卒

２７万５,７９４円
２２万１,０００円

３３万３,６０５円
２９万２,０７１円

３７万７,１４８円
３４万５,９５０円

経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成２０.４.１現在）

　職員手当とは扶養手当、住居手当などの諸手当
で、退職手当は含まれていません。

給
与
費

給　　料
職員手当
期末勤勉手当
合計(B）

職員数(A)

１人当りの給与費（B/A）

１４人
　　　６,４４７万３,０００円
　　　１,２１０万３,０００円
　　　２,８３０万４,０００円
 １億 　４８８万 　　　　円

７４９万１,０００円

職員給与費の状況 （平成１９年度会計決算）

7級
局長
参事
２人
（２人）
（0人）
13.3%

6級
課長
参事補

上席主事
上席技師

４人
（４人）
（0人）
26.7%

5級

係長

１人
（１人）
（0人）
6.7%

4級

主査

3人
（２人）
（１人）
20.0%

3級

２人
（２人）
（０人）
13.3%

主事
技師

2級

１人
（１人）
（0人）
6.7%

主事補
技師補

1級区　分

標準的な職務

２人
（２人）
（0人）
13.3%

職員数
（うち男）
（うち女）
構成比

合　計

１５人

１００％

級別職員数などの状況 （平成２０.４.１現在）

　一般行政職とは一般行政事務に従事する事務・技
術職員をいいます。

一般行政職 ３７万２,１４０円（４６.８歳）

平均給料月額、平均年齢 （平成２０.４.１現在）

給与などの状況

そのほかの主な福利厚生事業
■ライフプラン事業
　職員の生涯生活設計（ライフプラン）の意識啓発を図る
ため、５８歳を対象とした「退職準備型」、５０歳を対象と
した「生涯生活充実型」、３０～４０歳代を対象とした「生
活創造型」のセミナーに参加しています。
■被服の貸与
　職員の公務能率の向上を図るため、職員に対し作業服
などの被服貸与を行いました。
■職員互助会への加入
　職員は福利厚生のため富士市職員互助会に加入してい

ます。富士市職員互助会は、職員の会費と助成金で運営
されています。
管理組合から富士市職員互助会への助成金　　３３万円

　平成２１年度に新規職員１名を採用するにあた
り、職員採用試験を本年８月に富士市と合同で実施
しました。

対象者
受診者
受診率

１４人
１４人
100.0%

定期健康診断の状況
（平成１９年度）

公務災害
通勤災害
計

０件
０件
０件

公平委員会の業務の状況

（平成１９年度）

業務の種類
勤務条件に関する措置の要求の状況   
不利益処分に関する不服申し立ての状況   

件数
０件
０件

（平成１９年度）

　公平委員会とは、地方公共団体職員の利益の保護と公
正な人事権の行使を保障するための機関です。
　富士市と岳南排水路管理組合は、地方公務員法第７条
第４項の規定により、共同で公平委員会を設置していま
す。
　公平委員会の権限は、地方公務員法第８条第２項によ
り、おおむね次のように定められています。
■職員の給与や勤務時間、そのほかの勤務条件に関する
要求を審査・判定し、必要な措置をとること

■職員に対する不利益な処分についての、不服申し立て
に対する議決や決定をすること

■職員の苦情を処理すること

福利厚生の状況

公平委員会の状況

平成２１年度新規職員採用試験を実施しました

定員の状況

（問合せ）
総務課庶務係（TEL）66－1202 （FAX）66－1207

富士市ホームページの「施設の情報」からもアクセスできます。
《HP》http://www.city.fuji.shizuoka.jp/~gakuhai/

（平成21年3月下旬まで）

手
　
当

報
　
酬

区　　分

区　　分

年　　額

議会１日当り

期末手当

な　し

な　し

期末手当

管理者（富士市長） ９万５,０００円

８万５,０００円

１万２,０００円
１万１,０００円
１万  　   　　円

議　長
副議長
議　員

副管理者
（富士市副市長）

特別職の手当・報酬の状況 （平成８.４.１改定）

職
員
数

区　　分
一般行政職

総務課 施設課 計
8
8
0

6
7
1

14
15
1

平成１９年
平成２０年
差　　　引

(単位：人　各年４月１日現在）

研修の状況

区　　分

基本研修

専門・特別研修

富士市（管理市）に依頼した研修
対象職員・人数

新規採用職員、
昇任者など５人

政策形成研修・
マネジメントに
関する研修会など

受講希望者など
１４人

法律講座・
講演会など

主な内容

区　　分

派遣研修

岳南排水路管理組合で実施した研修
対象職員・人数

専門知識・技術の
習得を要する職員
１９人

日本下水道協会
など外部研修機関
へ派遣

主な内容

(平成１９年度）


